
（１）結果の概要と問題内容別正答率

４年 市の様子 工場の仕事 買い物調べ
店ではたらく
人

安全なくらし
（火事）

安全なくらし
（事故や事

件）

市の様子や
移り変わり

くらしの移り
変わり

正答率 65.1 85.3 62.1 75.8 59.8 69.6 60.8 55.9

全国平均 66.6 82.4 64.1 76.5 64.7 70.5 56.2 85.0

増減 -1.5 2.9 -1.4 -0.7 -4.9 -0.9 4.6 -29.1

５年
都道府県の
様子

くらしを支え
る水

ごみの処理と
利用

自然災害か
らくらしを守る

先人の働き
特色ある地
域の様子

正答率 51.1 62.2 68.4 75.6 54.8 53.3 

全国平均 52.9 48.9 58.6 57.9 50.0 55.7 

増減 -1.8 13.3 9.9 17.7 4.8 -2.4

６年
世界の中の
国土

日本の国土
と人々の暮ら
し

日本の農業
日本の水産
業

日本の食料
生産

自動車をつく
る工業

日本の工業
生産

情報を生かし
た産業

自然環境と
国民生活

正答率 54.5 40.7 59.8 45.1 41.5 43.9 54.3 68.3 69.9 

全国平均 64.7 46.6 68.8 53.9 53.9 54.2 57.5 74.0 71.9 

増減 -9.8 -5.9 -9.0 -8.8 -11.6 -10.3 -2.8 -5.7 -2.0

（２）課題の原因として考えられること

（３）課題解決に向けた方策（取組指標）

（４）次年度の数値目標

社会科

現４年

現５年

現６年

70

70

考察と具体的課題

全体的に、全国平均を下回っています。特に、地
図の読み取りやグラフ、資料の読み取りに課題が
残りました。繰り返し学習に取り入れることが必要
と言えます。

取り組む場面

授業

方策

・3年生、4年生では、ハザードマップの地図や白地図を多く活用し、方位や地図記号、都道府県の位置に関
しても確認し、確実な定着を図る。
・5年生、6年生では、一つの資料の単純な読み取りはできているが、理解を基にして解く問題に課題が見ら
れるので、知識同士を合わせて考える問題を反復して学習していく。長文の資料を読み取るために、資料活
用の場面を単元ごとに位置付けるとともに、単元の終わりなどにテーマを決めて学んだことをまとめさせる。
・4年生、5年生においては、週に１回、授業冒頭１０分間で、フラッシュカードやミニテストを入れて都道府県
の復習を行う。
・3年生～6年生を通して、普段の授業から資料をもとに考えたり表現したりする学習活動を取り入れていく。
また、学習のまとめを自分で書いたり、友達と考えを広め合ったりするようにしていく。
・3年生～6年生を通して、教科書だけでなく、体験を通した学習（社会科見学等）を意識的に取り入れること
で、実感を伴った授業を行う。
・全学年を通して、NHK　for　Schoolを活用し学習に取り入れていく。

全体的に全国平均を下回っています。
特に「世界の中の国土」「日本の食料生
産」「自動車工業」では、読み取った資
料から分かったことを導き出すことが難
しい児童が多く感じました。

　既習事項の復習を繰り返し行う必要があると考えます。特に、図の見方や地図記号等、基本的な知識の習得に対して、繰り返しの学習が
必要であると考えられます。

令和４年度目標正答率

70

２　社会科

　社会科では、全ての学年で単元によって、全国平均を下回る結果でした。特に４年生では、全国平均正答率を大きく下回っ
た「くらしの移り変わり」に関して、改めて学び直しをする必要があります。

考察と具体的課題

全体的に全国平均を上回っています。しかし、資料やグラフの読み取
り、また読み取った資料からの判断する能力に課題が残りました。資
料やグラフを読み取る学習を取り入れていくことが必要と言えます。

考察と具体的課題


